
団体名： 半田商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 108.2 ％） （達成度 110.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 103.7 ％） （達成度 121.4 ％） Ａ Ａ 現行どおり 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 144.0 ％） （達成度 318.3 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 71.7 ％） （達成度 150.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 156.0 ％） （達成度 138.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 目標① 目標②

廃止 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

 廃止 廃止

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

会員の多様なニー
ズに応じた事業企
画や参加促進策を
強化し、交流・学
びの機会を充実さ
せることで、参加
率向上と会員の資
質向上を図り、全
体の活動活性化に
繋げていく。

若手後継者等育成
事業
(国際視察研修会)

先進地視察と講演会を通じ
て 得 た 情 報 を 自 社 業 に
フィードバックすること、
新たな人脈を築くことで、
自社企業の発展、地域活性
化にも広がるものとなり、
今後の青年部活動も実りあ
るものとする。
また、青年部指針でもある
国際社会の一員であるべき
国際人としての教養を高め
るに寄与する事業とする。

自己負担で事業を実施した
ため廃止した。

会員事業所の
若手経営者・
後継者・幹部

職員

指標

青年部会員参加者数

指標

アンケート調査結果

総
合
評
価

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和8年度青年部
の若手後継者等育
成事業は研修会の
実施と全国リー
ダーズ研修会の参
加 の 2 事 業 と す
る。

目標
数値

50
実績
数値

78
目標
数値

青年部会員参加率

指標

女性会会員参加率

青年部は地域活性化事業
や交流イベント、国際視
察事業などを実施し、会
員が社業繁盛に直結する
経験を積む場となった。
参画した会員は、自社の
知名度向上や他会員との
横の連携強化が図れ、
ネットワーク拡大や地域
への貢献意識向上にも繋
がった。
女性会は出会い応援事業
や子ども支援事業を通じ
て、会員相互の相乗効果
を生み出すことのできる
活動ができた。

総
合
評
価

Ａ

50
実績
数値

69

青年部・女性会事
業

青年部では、若手経営者・
後継者・幹部職員等が、研
修や商工会議所活動への参
画、協力を通じて地域経
済、地域社会の繁栄に貢献
する。また、これらの事業
を通じ、会員相互の連携と
人脈作りに繋げる。
女性会では、会員の資質向
上・交流を図るとともに、
街の活性化や自社の発展に
積極的に取り組む。

【青年部】会員参加率 78％
・総会3回(4月,5月,10月)
96%
※出席の委任状含む
・役員会12回（毎月）98%
・その他事業開催 41%
【女性会】会員参加率 69％
・総会2回(4月,1月) 70％
・役員会10回 86％
・その他事業開催 52％

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）並び
に女性経営者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

参加者のニーズに
即したカリキュラ
ムと実践的支援を
強化し、質の高い
創業塾を継続的に
提供することで、
創業後の安定経営
と地域活力の向上
に繋げていく。

○

目標
数値

60
実績
数値

43
目標
数値

20

指標

起業家支援セミナー受講者
数

支援機関と連携し、起業
希望者への知識提供や創
業計画策定支援を行い、
継続的な伴走型サポート
を実施することで、創業
後の安定経営や経営力向
上を促進し、地域の事業
者維持や地域活力の創出
に繋がっている。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

30

創業支援

創業希望者及び創業5年以内
の小規模事業者の知識習
得、創業計画策定を支援す
ることで、事業者のスムー
ズな開業を促し、地域経済
の活発化と雇用の維持を図
る。

産業競争力強化法に係る創
業支援事業の実施
・創業窓口相談(巡回相談含
む) 延べ件数 43件
・起業家支援セミナー開催
4日間×3時間 受講者数 30
人
・ハンズオン支援 0件

創業希望者及
び創業後5年
以内の小規模

事業者

指標

創業相談延べ件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

人手不足解消や賃
上げの原資確保を
目指した実益につ
ながる内容や、IT
やDXなどの集団講
習会を検討し、小
規模事業者の満足
度を向上させる。
個別講習会は、多
岐にわたる相談に
応じるため目標を
据え置く。

目標
数値

100
実績
数値

144
目標
数値

60

指標

個別指導年間受講者数

集団指導は、地域中小・
小規模事業者のニーズ
（DX・IT化等）に応え、
受講者には今後の経営安
定の一助に繋がった。ま
た、個別指導は、小規模
事業者が抱える課題につ
いて、専門家を交えた解
決策を見いだし、事業計
画策定など経営安定に資
することができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

191

講習会等

小規模事業者の経営知識の
普及と経営の安定を図るた
め、集団講習会を開催す
る。個別講習会では、専門
家による課題解決や事業計
画策定・実行支援への助
言・指導を行う。

・集団指導
計9回 受講者144人(全体204
人)(内経営革新1回・22人)
・個別指導
金融-税務-下請-経営-企業
再生-労務-法律-情報-特-計
77回 年間受講者数 191人
(全体200人)

小規模事業者

指標

集団指導年間受講者数

機械的に毎月帳簿
入力をするだけで
なく、試算表から
見えてくる数値を
事業所へ理解して
もらうような指導
をしていく。

目標
数値

54
実績
数値

56
目標
数値

650
実績
数値

指導延回数
経理事務の省力化の他、
売上状況や経費等の速や
かな把握により、経営改
善策定や経営の方向性・
営業方針の決定等に有効
であった。また、電子申
告希望の事業者にはマイ
ナンバーカードを利用し
て電子申告を行う事がで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

789

記帳継続指導

個人小規模事業者の自主記
帳能力を養成し、小規模事
業者の経営改善に資するこ
とを目指し、記帳から決算
申告に至る一貫した記帳継
続指導を行う。また、希望
される全案件を電子申告対
応としていく。

・指導事業所数 56事業所
・指導延日数　711日
・ 指 導 延 回 数 789 回
・電子申告事業所数 51事業所

小規模事業者

指標

指導事業所数

指標

目標
数値

2000
実績
数値

2164
目標
数値

50

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

より多くの事業所
の課題を把握し、
それに対する解決
提案につながる事
業計画策定ができ
るよう伴走型支援
に注力していく。

○
巡回・窓口相談指
導事業

小規模事業者の創業・経営
革新へ積極的な支援・促進
を実施すべく、窓口での相
談指導や巡回相談指導によ
り各事業所に対し伴走型支
援を行う。

・巡回相談指導
　実事業所数　594事業所
　延べ件数　1,341件
・窓口相談指導
　実事業所数　362事業所
　延べ件数　823件
・指導実事業所数　787事業所
・課題解決提案件数 55件
・経営革新承認件数　2件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
各種制度改正、補助金、
資金繰り等、小規模事業
者の経営体質改善支援並
びに各種施策普及を行う
事ができた。

実績
数値

55

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

目標
数値

30
目標
数値

70



団体名： 半田商工会議所

得られた効果 備考

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 204.0 ％） （達成度 128.6 ％） Ａ Ａ 廃止 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 廃止 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 184.0 ％） （達成度 132.9 ％） Ａ Ａ 廃止 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 廃止 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 63.0 ％） （達成度 130.0 ％） Ｂ Ａ 廃止 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 廃止 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 35.6 ％） （達成度 142.9 ％） Ｂ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和8年度の全国
リーダーズ研修会
は遠隔地となり参
加者が限られるた
め目標参加者数を
下げる。

目標
数値

45
実績
数値

16
目標
数値

70

指標

アンケート調査結果

日本商工会議所青年部第
43回全国リーダーズ研修
会愛知岡崎会議は、全国
の仲間と理念や課題を共
有し、多くの学びと刺激
を得る機会となった。半
田商工会議所青年部は16
名が参加し、交流と人脈
形成を実現。副主管とし
てごんいなり120食を完
売し、組織の結束力も高
まった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

100

若手後継者等育成
事業
（全国リーダーズ
研修会）

本事業は、全国の商工会議
所青年部の先導的役割を担
う会長および次年度予定者
を中心に、全国の青年部会
員が次代の地域経済を支え
るリーダーとしての人間力
向上を図り、地域発展に資
する学びの機会を提供する
ことを目的としている。こ
れにより、全国共通の未来
的課題の解決と組織の活性
化を促進し、運営の充実と
一層の発展につなげる。

第43回全国リーダーズ研修
会愛知県岡崎会議
・日程 11月28日(金)、29
日(土)
・場所　愛知県岡崎市
・参加者数　16人
・アンケート調査結果 100％
（満足度）

会員事業所の
若手経営者・
後継者・幹部

職員

指標

青年部会員参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和8年度青年部
の若手後継者等育
成事業は研修会の
実施と全国リー
ダーズ研修会の参
加 の 2 事 業 と す
る。

目標
数値

200
実績
数値

126
目標
数値

70

指標

アンケート調査結果

本年度のBCP事業と求人
講演は、いずれも実務に
直結する学びを提供し
た。BCPでは6グループで
の議論を通じ防災意識が
高まったが、策定手順ま
で踏み込めなかった点や
予算精度は課題。求人事
業も実践的示唆を得た一
方、参加者数の伸び悩み
が共通課題であり、広報
や企画の工夫が求められ
る。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

91

若手後継者等育成
事業
（組織活性事業研
修会）

本事業は、会員企業の組織
基盤を強化し、持続的に発
展できる体制づくりを目的
としている。第1の取組とし
て、BCP（事業継続計画）の
理解と策定支援を行う。自
然災害やサイバー攻撃な
ど、緊急時にも事業を継
続・早期復旧できる体制を
整えることは、企業の社会
的責任であり、近年その必
要性が高まっている。単独
での対応が難しい小規模事
業者に対し、YEGのネット
ワークを活用して相互支援
体制を構築する。第2の取組
として、自社の魅力を効果
的にPRする採用活動を探求
する。労働条件の改善や広
告費に頼らず、事業内容や
職務内容など企業本来の魅
力を発信することで、負担
を抑えながら人材確保につ
なげる方法を学ぶ。これら
を通じて、会員企業の組織
力と競争力の向上を図る。

組織活性事業研修会
〇災害シミュレーション
・日程　5月21日(水）
・場所　半田商工会議所
・講師 笠井貴洋氏(笠井防
災教育考究社　代表）
〇ハローワーク求人票作成演習
・日程　9月24日(水）
・場所　半田商工会議所
・講師 五十川将史氏(社会
保険労務士）
参加者数　延べ126人
会員アンケート結果 91％
(満足度)

会員事業所の
若手経営者・
後継者・幹部

職員

指標

青年部会員参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和8年度青年部
の若手後継者等育
成事業は研修会の
実施と全国リー
ダーズ研修会の参
加 の 2 事 業 と す
る。

目標
数値

100
実績
数値

184
目標
数値

70

指標

アンケート調査結果

社業に関する具体的な共
有や助言を通じて互いの
強みを理解し、気軽に相
談・依頼できる関係性が
醸成され、新たなビジネ
ス創出にも発展した。ま
た、補助金は取得自体が
目的ではなく活用目的が
重要であるとの理解が深
まり、今後の活用への指
針となった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

93

若手後継者等育成
事業
（ビジネス活性事
業研修会）

会員事業者間の連携を促進
し、地域全体のビジネス活
性化を図ることを目的とす
る。事業者間の連携の前提
となるのは相互の信頼関係
であり、そのためには互い
の社業や強みを理解し合
い、気軽に相談・協力でき
る関係性の構築が不可欠で
ある。本事業では、交流や
意見交換の機会を通じて関
係を深めるとともに、具体
的な相談や連携のきっかけ
づくりを支援する。これに
より、会員同士が互いに支
え合い、新たなビジネス
チャンスを創出する環境を
整え、地域経済の持続的発
展につながるネットワーク
形成を目指す。

ビジネス活性事業研修会
全体研修、小規模交流勉強
会、事業計画作成
・日程 6月3日(水)、7月23
日(水)、8月27日(水)、9月
18日(木)、 10月2日(木)
・場所 半田商工会議所、
会員事業所
・講師 寺田久美氏(中小企
業診断士）他
・参加者数　延べ184人
・ 会 員 ア ン ケ ー ト 結 果
93％(満足度)

会員事業所の
若手経営者・
後継者・幹部

職員

指標

青年部会員参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和8年度青年部
の若手後継者等育
成事業は研修会の
実施と全国リー
ダーズ研修会の参
加 の 2 事 業 と す
る。

目標
数値

100
実績
数値

204
目標
数値

70

指標

アンケート調査結果

全5回の段階的な研修に
より、参加者は生成AIに
「触れる→慣れる→使え
る」成長を実感。実務活
用や有料版導入、社内共
有など行動変容も生まれ
た。少人数ワークで相互
に学び合い、効率化を超
えた新たな価値創出への
意識変化も促された。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

90

若手後継者等育成
事業
（生成AI研修会）

昨今、生成AIは社会へ浸透
し、あらゆる企業活動の領
域で活用が広がっている。
今後生成AIの活用は不可欠
になるが、心理的障壁によ
り、対応が遅れ競争力を失
う事業所が生まれる可能性
がある。青年経済人とし
て、知識とスキルを習得
し、業界の変革をリードし
ていく必要がある。

生成AI研修会
・日程 6月26日(木)、7月
18日(金)、8月18日(月)、9
月19日(金)、10月20日(月)
・参加者数　延204名
・場所 半田商工会議所な
らびにアイプラザ半田
・講師 茂木智広 氏(㈱エ
レメントシステム代表取締
役)他
・ 会 員 ア ン ケ ー ト 結 果
90％（満足度）

会員事業所の
若手経営者・
後継者・幹部

職員

指標

青年部会員参加者数



団体名： 半田商工会議所

得られた効果 備考

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 125.0 ％） （達成度 93.3 ％） Ａ Ａ 廃止 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 廃止 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 50.0 ％） （達成度 81.3 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 145.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 210.0 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 上げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 121.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部会・委員会事業
を通じて小規模事
業者の支援に繋げ
ていく。

目標
数値

55
実績
数値

67
目標
数値

会議・事業実施回数

指標

部会・委員会活動を通じ
て、地域や中小・小規模
事業者の支援に繋がる事
業が実施できた。 総

合
評
価

Ａ

実績
数値

部会・委員会事業

企業ニーズに合った事業企
画を実施し、事業所の発展
に寄与する。部会・委員会
の会議並びに研修会等を通
じて事業所間での異業種交
流も図られ、経営改善事業
との相乗効果が見込まれ
る。

部会 会議30回、事業13回
委員会　会議17回、事業7回

中小・小規模
事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続きアライア
ンスパートナー発
掘市、FOOD STYLE
JAPAN〈中部〉の
取り組みを継続
し、中小・小規模
事業者の販路拡大
に寄与する。アラ
イアンスパート
ナー発掘市は実績
を鑑み目標数値を
上げる。

○

目標
数値

20
実績
数値

42
目標
数値

10

指標

FOOD　STYLE
出展事業所数

商談会に市内事業者が参
加することにより、市外
の新たな取引先を開拓す
ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

10

商談会・ビジネス
マッチング事業

展示会や商談会により、市
内事業者の販路拡大を図
る。当地域で開催される大
規模展示会に積極的に出展
し、中小・小規模事業者に
全国規模の新たなマーケッ
トへのPR、出会いに繋げ販
路開拓に寄与する。

・アライアンスパートナー
事業(7月) 商談確定件数
42件
・FOOD STYLE(10月)出展事
業所数 10事業所
・メッセナゴヤ2025(11月～
12月) 出展事業所数 3事
業所
・三河・知多地域商談会(2
月) 商談参加数 発注企業
1社、受注企業3社

中小・小規模
事業者

指標

アライアンスパートナー
事業商談確定件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き事業者の
意識づくり、意識
向上を図る取り組
みを実施してい
く。

目標
数値

11
実績
数値

16
目標
数値

指標

地域資源の「醸造」を活
かした食関連事業は、市
民や当地を訪れる観光客
への発信となり、事業者
の意識向上を図った。ま
た、食の展示会や、市内
外イベントでのPRにも積
極的に努め、特色ある地
域資源の発信強化を行っ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

観光振興・醸すブ
ランド化事業

「醸造業」と「醸造文化」
に着目した取り組み「with-
Chita-Shu事業」により、賑
わいの創出と販売拡大を促
し、小規模事業者の振興と
経営安定を図る。

・with Chita-Shu事業 参
加事業所数　16事業所
【内訳】
・清酒製造業 7事業所
・調味料製造業 6事業所(有
料試飲事業)
・飲食店 3事業所(食談はん
だ)

中小・小規模
事業者

指標

事業参加事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商業施設助成事業
は予算枠が維持さ
れるため、目標件
数のみならず、予
算消化達成に努め
る。
にぎわい事業につ
いては、中心市街
地の商業活性化に
は必要な事業であ
るため引き続き実
施していく。

目標
数値

10
実績
数値

5
目標
数値

80

指標

にぎわい事業
参加店舗数

半田市商業施設助成事業
では、中心市街地等の商
業機能の維持・向上に寄
与した。今後は制度の周
知強化により、更なる活
用促進を図りたい。
にぎわい事業は本年度レ
シートキャンペーンを企
画・実施。事業趣旨等の
普及が及ばず目標達成を
することができなかった
が、新たな事業を継続さ
せ根付かせることで、消
費を継続的に促進してい
きたい。参加事業所には
新規顧客が来店されたな
ど一定の効果が得られ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

65

商店街・街づくり
事業

市内商店街の衰退が進み、
中心市街地の活気が無く
なっている。そこで、商工
会議所、中心市街地3商店
街、市商連、㈱はんだ賑わ
いビル開発、㈱トロワ・ア
バンセの7団体が中心となり
賑わい創出をし、まちづく
りと市内商店街・中心市街
地の活性化を推進する。

・半田市商業施設助成事業
利用数　5事業所
・半田市中心市街地商業活
性 化 に ぎ わ い レ シ ー ト
キャッシュバックキャン
ベーン事業参加店舗数 65
店舗
・はんだ商業まつり事業参
加店舗数　134店舗

中小・小規模
事業者

指標

半田市商業施設助成事業
 利用数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和8年度の若手
後継者等育成事業
は、防災セミナー
と視察研修を予定
している。

目標
数値

80
実績
数値

100
目標
数値

15

指標

セミナー参加者数

全国大会では、当会活動
の広報および他の単会の
活動について情報交換を
行うことができた。女性
起業家大賞授賞式では、
人材確保や就業環境の見
直しなど、事業所のさら
なる発展や地域活性に向
き合う学びを得た。セミ
ナーについては、農商工
福連携の6次産業につい
て、経営者の話を聞くこ
とができ、障がい者雇用
や事業所連携での6次産
業化について考えるきっ
かけとなった。当会会員
事業所の中には、障がい
者雇用をしている事業所
もあり、どのように向き
合っていくか大きな学び
となった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

14

若手後継者等育成
事業
（全国大会・セミ
ナー）

全国の女性会との交流を図
り、事業の意見交換等を行
うことで当会事業の今後の
運営方法と実施事業の参考
とする。また自己研鑽の場
としても学ぶ機会とする。
事業所の付加価値が求めら
れる時代となり、当会会員
事業所もその必要性を感じ
ている。自社の事業を維
持・発展させるとともに、
地域貢献を通じて事業所の
付加価値を高める方法を学
ぶ。

【全国大会】
・日程：令和7年10月10日
(金)
・開催地：東京都(ホテル
ニューオータニ)
・参加人数　3名
・ ア ン ケ ー ト 調 査 結 果
100％(満足度)
【付加価値向上セミナー】
・令和8年1月14日（水）
・セミナー研修先：愛知県
犬山市
・テーマ 自社事業の維
持・発展のために
・参加対象 半田商工会議
所女性会会員　一般会員
・事業参加者数　14人
・アンケート調査結果 100％
(満足度)

女性会会員

指標

全国大会・セミナー参加者
アンケート調査結果



団体名： 半田商工会議所

得られた効果 備考

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 134.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 135.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 104.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 113.3 ％） Ａ Ａ 現行どおり 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

景気動向実態調査
については、一部
の対象事業所を入
れ替え継続してい
く。公式LINEアカ
ウントについては
友だち登録数の目
標を上げる。事業
者にとって必要な
情報を早く届けら
れるよう体制を整
えていく。

○

目標
数値

60
実績
数値

60
目標
数値

300

指標

公式LINEアカウント
友だち登録数

景気動向実態調査によっ
て地域の経済情勢を把握
することにより、施策や
セミナー開催など事業所
ニーズに合わせた施策計
画ができた。会報誌や各
種ツールを使って情報提
供出来た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

340

調査・広報事業

経営状況を取り巻く変化に
対応するため、地域の動
向・情報を円滑に提供す
る。会報誌『カイギショ
ゲッポウ』、メールマガジ
ン、公式LINE等による情報
発信により、事業者の経営
の方向性を決定する一助を
担う。

・景気動向実態調査 調査
先　60事業所
・中小・小規模事業者の振
興に資する広報誌(月刊)の
発行
・インターネットやSNSを活
用した情報提供
・公式LINEアカウント友だ
ち登録数 340人

中小・小規模
事業者

指標

景気動向実態調査
調査事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各団体と連携し、
小規模事業者に必
要な事業を開催
し、経営力の強化
を図るとともに、
地域活性化の一翼
を担う。

目標
数値

25
実績
数値

26
目標
数値

指標

地域社会に対する貢献、
各団体の強化と事業所の
経営力強化が図られた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

産業団体等指導事
業

小規模事業者主体の団体へ
の組織運営手法などの指導
を通じ、参加組合員の経営
改善の一助とする。

各団体会議・事業
・半田市商店街連合会 12回
・日東会 14回

各種団体の
会員

指標
会議・事業実施回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も継続して周
知を行い、労働保
険事務組合受託事
業所数を維持す
る。

目標
数値

275
実績
数値

279
目標
数値

指標

労働保険に関する事務処
理の軽減と、適正な手続
きを行う事ができた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業
（労働保険事務組
合）

事業主に代わって各種届出
等労働保険の事務を処理す
ることで中小企業事業主の
事務負担を軽減するととも
に、労働保険の適用促進及
び各種制度の推進を図る。

小規模事業主の労働保険事
務の代行
・委託事業場数　279事業場

中小・小規模
事業者

指標
委託事業場数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後もキャンペー
ンを実施し、より
多くの事業所へあ
おぞら共済の加入
を勧めていく。

目標
数値

120
実績
数値

163
目標
数値

指標

あおぞら共済加入促進
キャンペーンを通じて、
従業員の福利厚生制度の
提案ができ、共済新規加
入147人に繋げる事がで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業

中小・小規模事業者の健全
な経営、雇用を図るため、
各種共済制度を普及し福利
厚生の充実を図る。

今年度は年間通して「あお
ぞら共済加入促進キャン
ペーン」を展開した。
・年間の共済新規加入者数
163人

中小・小規模
事業者

指標
あおぞら共済新規加入者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標数値は据え置
き、地元商業高校
生に向けた平日の
団体受験や、個人
で気軽に受けられ
るネット試験など
の情報提供に努
め、管内での受験
者数増加を目指
す。目標

数値
1,500

実績
数値

2,019
目標
数値

指標

検定試験の受験様式が、
リアルでの統一試験から
ネットでの随時試験に移
り変わっている中でも、
各種日商試験を通じて、
人材育成に貢献できた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

検定等支援事業

各種検定試験を実施し、地
域の人材育成を支援するほ
か、地域社会に貢献する。

検定試験の開催
・珠算3回、簿記(リアル)3
回、簿記(ネット)随時、リ
テールマーケティング(ネッ
ト)随時
・検定受験者数 合計2,019
人
（内訳）
・簿記(リアル) 149人、簿
記(ネット) 1,384人
・珠算等　431人
・リテールマーケティング
55人

中小企業従業
員や一般市民

指標

検定受験者数


